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十
日
　
動
物
教
室
の
窓
の
下
を
通
る
と
今
洗
っ
た
ら
し
い
色
々
の
骸
骨
が
ば
ら
ば
ら
に
笊



へ
入
れ
て
干
し
て

あ
る
。
秋
の
蠅



が
二
、
三
羽
止
っ
て
や
や
寒
そ
う
に
羽
根
を
動
か
し
て
い
る
。

　
十
一
日
　
垣
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
南
瓜






が
い
つ
の
間
に
か
垂
れ
落
ち
て
水
引






の
花
へ
尻
を
す
え
て
い
る
。

我
等
が
祖
先
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
い
か
に
エ
ラ
イ
者
で
あ
っ
た
か
と
云
う
事
を
考
え
る
と
隣
の
車
井
戸
の
屋
根
で

ア
ホ
ー
と
鴉





が
鳴
い
た
。

　
十
二
日
　
傘
を
竪
に
さ
す
。
雨
は
横
に
降
る
。

　
十
三
日
　
豆
腐
屋
が
来
た
。
声
の
波
の
形
が
整
わ
ぬ
の
で
新
米






と
い
う
事
が
分
る
。

　
十
四
日
　
雪
隠






で
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
と
云
う
事
を
考
え
る
。

　
十
五
日
　
今
日
の
よ
う
な
し
め
っ
ぽ
い
空
気
に
は
墓
の
匂
い
が
籠
っ
て
お
る
よ
う
に
思
う
。
横
に
な
っ
て
壁

を
踏
ん
で
い
る
と
眼
瞼





が
重
く
な
っ
て
灰
吹






か
ら
大
蛇
が
出
た
。

　
十
六
日
　
涼
し
い
さ
え
さ
え
し
た
朝
だ
。
ま
だ
光
の
弱
い
太
陽
を
見
詰
め
た
が
金
の
鴉
も
黒
点
も
見
え
な
い
。

坩
堝





の
底
に
熔
け
た
白
金
の
よ
う
な
色
を
し
て
そ
し
て
蜻
※





の
眼
の
よ
う
に
ク
ル
ク
ル
と
廻
る
よ
う
に
見
え
る
。

眩


し
く
な
っ
て
眼
を
庭
の
草
へ
移
す
と
大
き
な
黄
色
の
斑
点
が
い
く
つ
も
見
え
る
。
色
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
り
な

が
ら
眼
の
向
か
う
方
へ
動
い
て
行
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
三
十
三
年
十
月
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
寺
田
寅
彦
全
集
　
第
一
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1996
（
平
成8

）
年12

月5

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
寺
田
寅
彦
全
集
　
第
一
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1985

（
昭
和60
）
年7

月5

日
第3

刷
発
行

初
出
：
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
　
第
四
巻
第
一
号
」

　
　
　1900

（
明
治33

）
年10
月10

日
発
行

※
初
出
時
の
表
題
は
「
募
集
日
記
」
で
、
底
本
は
そ
の
一
編
で
す
。

※
初
出
時
の
署
名
は
「
牛
頓
」
で
す
。

入
力
：N

ana
ohbe

校
正
：
佳
代
子

2003

年12

月14

日
作
成

2016

年2

月25

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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